
▪弾道ミサイルが発射された場合の情報伝達
　弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。
　ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、Ｊアラート（全国瞬時情報システム）を活用
し、防災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メール、テレビ
などにより緊急情報をお知らせします。
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▪ミサイル落下時の行動に関するQ＆A
Qミサイルは発射から何分くらいで日本に飛んでくるのでしょうか？
A北朝鮮から弾道ミサイルが発射され、日本に飛来する場合は極めて短時間で日本に飛来することが予想されま
す。（平成28年2月には発射から約１０分後に約１,６００km離れた沖縄県先島諸島上空を通過しています。）
Qなぜ頑丈な建物や地下街などへ避難するのですか？
Aミサイル着弾時の爆風や破片などによる被害を避けるためには屋内（で
きれば頑丈な建物）や地下街など（地下街や地下駅舎などの地下施設）
への避難が有効だからです。
Q自宅（木造住宅）にいる場合はどうしたらよいでしょうか？
Aすぐに避難できる頑丈な建物や地下街などがあればただちにそちらに
避難してください。それができない場合はできるだけ窓から離れ、できれ
ば窓のない部屋に避難してください。
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※ お伝えする緊急情報の内容

①発射情報・避難
の呼びかけ

【１】日本に落下する
可能性がある場合

【２】日本の上空を通
過した場合

【３】日本の領海外の
海域に落下した場合

ミサイル発射 ③落下場所
などの情報

②ミサイル
通過情報

②直ちに避難する
ことへの呼びかけ

②落下場所
などの情報
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